僕 は 滞 仏 中、 劇場 はもと より、 色々 な 芸術的 団体に 

接近す る 機会 も少 くありませんで したが、 少数の 「先 

駆 芸術 団体」 を 除いて は、 一般 公衆の、 言ひ換 へれば、 

素人の 「芸術 研究 団体」 とい ふ ものが あるの を 聞き 

ませんで した。 所謂 素人 劇団 は 沢山あります。 然し そ 

れは、 所謂 劇壇なる ものと 全く 没交渉で、 金な ど を 取 

れば、 それ こそ 人が 見に は 行きません。 

それならば、 公衆 は 演劇 鑑賞の 標準 を 何に よって 定 

める かと 云へば、 た ^ 個人的 趣味に よってと 云 ふより 

仕方が ありません。 勿論、 専門の 劇評 家 は 毎 興行の 初 

日に、 筆 を 揃へ て 各 新聞の 劇評 欄を賑 はせ ます。 之 を 



いて 躊躇し ない わけに 行きません。 たゾ 「芝居に 行く 

の は、 楽しみに 行く の だ」 「感心 はしても、 くつろいだ 

気持に なれない もの は、 われわれ は 御免 だ」 さう いふ 

人 は 沢山 ある。 幸な ことに、 仏蘭西に は 色々 な 意味 

で、 V はあり ますが 「面白くない 芝居」 とい ふ ものが な 

い。 低級な —— 芸術的に は —— 芝居 を 見に 行っても 腹 

の 立つ やうな こと は 滅多にない。 気の毒に なるやうな 

こと はない。 安心して 芝居が 観れ る。 これ だけ は 有難 

ヽ o 

レ 

演劇 講演会 は、 時々 あります。 劇場が 主催す る こと 



「既成 作家」 の 一 部が 集って やって ゐ ますが、 また 新劇 

団体の 一 つが、 それ を やった ことがあり ますが、 素人 

が 集ま つて そんな こと を やって ゐる 様子はありません _ 

それよりも、 一 時、 批評家の 間で 「無名 作家 撲滅 会」 

とい ふ もの を 組織して はどう だとい ふやうな 議論 さ へ 

ありました。 それ は 猫に も 杓子に も 脚本が 書け ると 思 

ふ 弊風 どこでも 同じと 見えます を 一 掃す る 為 

めだと いふので す。 これ は 結局、 不幸な 文芸 落伍者 を 

少く するとい ふ 意味で、 有意義な 社会事業 だとい ふ も 

の も ありました。 つまり 無名 作家の 作品 を 募集して、 

一 々、 それに 対する 意見 を 述べ 「そんな もの」 を 書く 



戯曲」 を かま はずに 舞台に かける。 見物の 迷惑 此の上 

なしではありません か。 翻訳 劇と 云へば、 すぐに、 ィ 

プ セン、 スト リンドべ リイ、 …… ゲ オルグ. カイ ザ ー 

…… です か。 創作 劇と 云へば 何 は 扨て 置き …… いや、 

こいつ は、 あとに しませう。 

処で、 これ も 日本人の 悪い 癖です が、 総て 仕事 を 甘 

く 見る。 人が やる、 すぐに 自分に も 出来る と 思 ふ。 や 

つて 見る とう まく 行かない。 あ、 おれ は 駄目 だ、 死ん 

でし ま はう。 一 寸 お待ちなさい。 あんた、 なかなかう 

ま いぢゃありません か。 さう かしら、 ひやかし ちゃい 

けません。 ひやかし やしません。 あんた ぐら ゐ にいけ 



ば、 どこへ 出ても 恥 かしくない。 ほんた うです か。 ほ 

ん たうです とも。 早い話が、 あんた ゾ けの XX を もつ 

てゐる もの は、 そんなに たんと はありません よ。 まあ 

もう 一度、 やって 御覧なさい。 うむ、 うまい うまい。 

見込が あるで せう か。 なに、 そんなに 有名に ならな く 

つても い、 ん です。 え、 もう 新聞に 出て ゐ ましたが。 

やっぱり、 人が ゐな いんです ね。 私、 今度、 かう いふ 

こと を やって 見ようと 思 ふんです がね …… 

女学校で 歌 を 作る こと を 習 ふ。 歌人に ならう と 思 ふ _ 

ヴァイオリン を 習 ひ 出した。 舞台で 着る 裳 模様が 目に 

浮ぶ。 作文が 得意 だ。 原稿用紙に 自分の 名前 を 刷り込 



ませる。 校友会の 余興 劇で 主人公 を演 つた。 『俳優 表 

情 論』 を 書いて 『><劇><誌』 に 送りつ ける。 「黒白」 を 

弁ぜざる も甚 しいではありません か。 

よく 人が 云 ふこと では あるが、 素人 劇と いふ ものが 

存在し 得る だけに、 芝居の 「玄人」 に はなり にくい。 

然し、 現在の 日本に は、 現代劇 を 演ずる 為め の 「玄人」 

が 欲しい のです。 現代劇 を 書く 為め の 「玄人」 が、 も 

つと あっても い、 のです。 現代 日本の 劇作家 中、 二三 

人 を 除いて は、 みな 「玄人 面 をした 素人」 だと 断言し 

て 憚りません。 

素人なら、 素人ら しい 芝居 を 見せて 貰 ひたい。 そこ 



からだん だん、 「現在の 玄人に は 無い もの」 が 生れて 来 

るの も 事実です。 然し、 それが 為め に は、 玄人の やら 

ない こと、 玄人で は 出来ない こと を やって 欲しい。 今 

の 日本の 現代劇が 面白くな いのは、 素人 劇 だからと 云 

ふだけ ではない。 素人が 玄人の 真似 をして ゐ るからで 

新劇の 俳優に 玄人と 云へ る ものがない と 云って 置き 

ながら、 玄人の 真似と は 如何、 かう いふ 反問に 答へ る 

こと は、 頗る 容易です。 これ は、 新劇の 開拓者が、 西 

洋の 真似 をした。 真似の 出来る ところ だけ 真似 をした _ 

主に 表面 だけ、 形式 だけ、 言ひ換 へれば、 半分 だけ 真 



似 をした。 内容と 本質 は、 即ち 残りの 半分 は、 在来の 

芝居、 又は 間に合せの 芸当で お茶 を 濁した。 在来の 芝 

居から は、 比較的 下らない もの を 随分 取り入れて ゐ る。 

無意識的に 取り入れて ゐる。 之 等の 新劇の 開拓者の 功 

労 は、 勿論 認めなければ なりません。 また、 色々 な 事 

情で、 さう いふ 人達の 理想 は 実現され なか つたで せう。 

然し、 兎に角 小成に 安んじた —— と 云って 悪ければ I 

I あんまり 早く 玄人の やうな つもりに な つてし まった 

のです。 

そんなら、 どこまでが 素人で、 どこから が 玄人 か、 

そんな 馬鹿な こと を 尋ねる 人 もあります まいが、 それ 
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